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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１０、海岸の植物たち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学習指導要領との関連　　　　　　　　　　　：ハマゴウ
	中学校

理科
	１年
	（１）植物の生活と種類
　　ウ　植物の仲間
　　（ア）　種子植物の仲間

	
	３年


	（７）自然と人間
　　ア　生物と環境

　　（イ）　自然環境の調査と環境保全


中学校教科書関連単元　　＊参考：大日本図書
	中学校

理科
	１年
	単元１　植物の生活と種類

　　終章　植物の検索カードをつくる

	
	３年
	単元６　地球の明るい未来のために
　　身近な自然環境を調査しよう


指導計画一例　　＊参考：大日本図書
中学校１年　理科　終章　植物の検索カードをつくる

　　　　　　　　　　配当時間：２時間　　本時：１，２時/２時間
	配当時間
	主な学習活動
	
	評価規準

	２

本時
	・さまざまな植物をその特徴をもとになかま分けし、検索カードをつくることができる。

（本プログラムの活用）
	
	【関・意・態】

・いろいろな植物に関心をもち、種子のでき方や体のつくりの特徴を意欲的にまとめようとする。
【思・表】

・いろいろな植物をなかま分けして、植物の特徴について、自らの考えを導いたりまとめたりして、表現している。

【技】

・植物の検索カードを工夫してつくることができる。

【知・理】

・種子のでき方や体のつくりの特徴など、植物をなかま分けするための知識を身につけている。


プログラムのねらい
〇種子植物にも既習の植物以外にいろいろな種類があることを知る。

〇海浜性植物と内陸性植物のからだのつくりとはたらきを比較することにより植物がさまざまな環境に適応していること（生物多様性）を知る。
プログラムの内容
塩分や乾燥に強く海岸でも生育できる植物は少ない。そこで生育している海浜性植物の種類やからだのつくりを調べて検索カードに記入する。既習の内陸性植物と比較して環境への適応の仕方の違いについて考える。
おすすめポイント
内陸性植物の体のつくりやはたらきを学習したあとに、海浜性植物のからだのつくりやはたらきを調べて比較することで、植物は気候や自然環境によりからだのつくりを適応させていることを学べて学習が深まる。また、海浜性植物の絶滅危惧種をインターネット等で調べてみるのも環境問題への意識向上につながる。
関係機関の活用
〇インターネットの活用
学習指導案
海岸の植物たち　中学校１年　理科　　「種子植物の仲間」
プログラムの位置づけと活用方法　

単元の中での活用
中学校１年理科（１）植物の生活と種類　ウ　植物の仲間→（ア）種子植物の仲間で活用
学習指導要領のねらい
身近な植物などについての観察，実験を通して，生物の調べ方の基礎を身に付けさせるとともに，植物の体のつくりと働きを理解させ，植物の生活と種類についての認識を深める。
使用教材
１）インターネット接続のできるパソコン
２）海浜性植物または標本（貸出教材）
３）海浜性植物画像　＊１）が入手できない場合
４）検索カード（コンピュータ活用可）
５）日本白地図

６）レポート用紙

７）参考ホームページ
日本のレッドデータブック

http://www.jpnrdb.com/
＊１）の標本は高知県立牧野植物園ホームページ：http://www.makino.or.jp/　内の貸
出教材一覧を参照（要相談）

授業の展開
中学校１年　理科　「種子植物の仲間」
本時１ｏｒ２時間扱い
	時間
	主な学習活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間

	・海浜性植物の「分類、生活場所、特徴」について予想する。
・インターネットを活用して海浜性植物の種類について調べる。

・海浜性植物の体のつくりやはたらきを調べる。

項目（例）

　生育分布地域

海岸のどこに生えているか

からだのつくり

（花、葉、茎、根の形）

名前の由来

種子の運び方など
	・事前に海浜性植物を採集しておく。＊用意できない場合は、標本（貸出教材またはホームページ等の写真）を見せる。
●海岸で生活していることを説明する。

●同じなかまの内陸性植物と比較する。

＊同じ科で検索する
●検索カードに必要事項が記入できているか確認する。
●記入の仕方がわからない生徒には適切な助言をする。
〇海浜性植物の検索カードを工夫してつくっている。【技】


	・インターネット接続ができるパソコン

・ハマゴウ

・コウボウムギ

・ハマエンドウ

・ハマヒルガオ

・ハマグルマなど

・検索カード
参照：（大日本図書１年教科書P、５８，５９）

	２
時
間
	・日本白地図に「日本レッドデータブック」を参考にしながら調べた植物のレッドデータの状況を記入していく。
・レポートとしてまとめる。
	●レポートの書き方を
〇海浜性植物のなかま分けして，植物の特徴について，自らの考えを導いたりまとめたりして，表現している。【思・表】
	・日本白地図

・レポート用紙（パソコンでまとめても可）


プログラム活用の工夫
中学校１年　理科でのインターネットや資料を活用しての学習を想定しているが、校外学習等により海岸に出かけて実際に観察する学習がより効果的である。また、海浜性植物のからだのつくりやはたらきについて学習し、日本での地域分布や絶滅危惧種について調べることにより学習が深まる。
資料（検索カード）　写真またはスケッチ

植物の特徴

	植物名
	

	分類
	

	生えている場所
	

	分布
	

	原産地
	

	特徴
	根
	

	
	茎
	

	
	葉
	

	種子の運ばれ方
	

	花の時期
	

	同じなかま（科）の
内陸性植物名
	

	同じなかま（科）の
内陸性植物との違い
	

	その他
	


植物名：





全体





花





果実








